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11月の休館日
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小泉八雲は、「雪女」「耳なし芳一」などを収める『怪談』の著者として有名です。本
名をラフカディオ・ハーンといい、1850年にギリシャで生まれました。八雲は日本の
人々や文化に惹かれ、特に日本の古い伝説や奇談に強い関心を持っていました。今回は、
小泉八雲を知るための本をご紹介します。

『ヘルンとセツ』
田渕久美子　著
（NHK出版）
日本にあこがれ来日したラフ

カディオ・ハーンは、英語教師
「ヘルン先生」として松江の尋
常中学校に赴任。身の回りの世
話をしてくれていたセツが語る
怪談にハーンは興味を持ちます。

『かくも甘き果実』
モニク・トゥルン　著
吉田恭子　訳（集英社）
ラフカディオ・ハーンの母親
ローザ。最初の妻アリシア。二
番目の妻小泉セツ。三人の女性
が語ることによって、そこにい
ない「小泉八雲」を幽霊のよう
に浮かび上がらせます。

『怪談小泉八雲のこわ～い話』
小泉八雲　原作
高村忠範　絵・文（汐文社）
小泉八雲の『怪談』から三編を
掲載。病で死の床にある妻に、
「金輪際、絶対に結婚はしない」と
誓った夫でしたが、妻の死後に新
たな妻をめとることになり、やがて
屋敷に奇妙なことが起こり始めます。
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催
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＆
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ベ
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科
学
の
本
を
読
み
解
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際
の
視
点
や
情
報
の
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扱
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方
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、
元
管
理
者
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験
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。

※
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も
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が
あ
り
ま
す
。

図
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だ
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だ
さ
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。
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開館時間
▶火～金曜日
10：00～19：00
▶土・日曜日、祝日
10：00～17：00

10日（月）、17日（月）
28日（金）
※変更があった場合は、
図書館HPやX（旧Twitter）
でお知らせします。

▷下石・妻木公民館　13日（木）、　15日（土）、　27日（木）
※15日（土）は妻木公民館のみ
▷鶴里・曽木公民館　６日（木）、　20日（木）、　22日（土）
▷駄知公民館　13日（木）、　22日（土）、　27日（木）
▷肥田公民館・教育支援センター　７日（金）、　21日（金）
▷泉・泉西公民館　14日（金）、　28日（金）
▷ウエルフェア土岐　７日（金）、　15（土）、　21（金）
※詳しくは市ホームページをご覧ください。

移動図書館　11月のスケジュール
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「小泉八雲」




